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一 般 質 問の し ろ 市 議 会 だ よ り 　

収
入
保
険
制
度

質　

農
業
災
害
補
償
制
度
が
見
直
し
と
な
り
、
既
存
制
度
と

収
入
保
険
制
度
の
い
ず
れ
か
の
選
択
と
な
る
。
し
か
し
農
家

へ
の
情
報
が
不
足
し
て
い
る
。
な
る
べ
く
早
期
に
情
報
の
提

供
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

法
律
の
改
正
に
よ
り
収
入
保
険
制
度
の
創
設
や
農
業
共

済
事
業
の
見
直
し
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
新
た
な

制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
省
令
等
で
定
め
ら
れ
る
。

引
き
続
き
情
報
収
集
を
す
る
と
と
も
に
、
加
入
申
し
込
み
窓

口
と
な
る
農
業
共
済
組
合
と
連
携
し
な
が
ら
、
随
時
、
農
業

指
導
情
報
の
配
布
や
農
業
協
同
班
長
会
議
等
を
活
用
し
、
農

家
へ
の
情
報
提
供
に
努
め
て
い
き
た
い
。

高
校
生
世
代
ま
で
医
療
費
を
助
成
す
べ
き

質　

現
在
、
医
療
費
の
助
成
は
中
学
生
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

ひ
と
り
親
家
庭
の
児
童
に
つ
い
て
は
18
歳
ま
で
実
現
し
て
い

る
が
、
全
て
の
高
校
生
世
代
ま
で
医
療
費
の
助
成
を
拡
大
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

医
療
費
助
成
は
、
少
子
化
対
策
や
貧
困
対
策
な
ど
あ

ら
ゆ
る
方
向
か
ら
総
合
的
に
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、

全
て
の
高
校
生
を
対
象
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
市
の
単

独
事
業
と
し
て
長
期
的
に
継
続
が
可
能
か
財
政
的
な
判
断
も

課
題
と
な
る
。
現
在
県
で
子
育
て
支
援
の
新
た
な
事
業
を
検

討
し
て
お
り
、
今
後
、
県
が
示
す
事
業
の
動
向
も
見
な
が
ら
、

市
と
し
て
の
方
向
性
を
検
討
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
イ
オ
ン
出
店

○
国
民
健
康
保
険
税

改
革
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
市
民
の
声
、

日
本
共
産
党
、
改
革
の
し
ろ
）

小 
林　

秀 

彦

種
子
法
廃
止
へ
の
姿
勢
と
有
機
農
業
等
の
普
及
状
況

質　

国
で
は
平
成
26
年
に
、
30
年
ご
ろ
ま
で
に
我
が
国
の
有

機
農
業
の
取
り
組
み
面
積
の
割
合
を
０
・
４
％
か
ら
１
％
へ

倍
増
さ
せ
る
数
値
目
標
を
示
し
て
い
る
。
市
内
の
取
り
組
み

推
移
状
況
は
。

答　

本
市
で
米
や
大
豆
、
野
菜
の
有
機
・
特
別
栽
培
に
取
り

組
み
、
秋
田
県
農
業
公
社
等
の
認
証
を
受
け
て
い
る
個
人
・

団
体
数
は
、
27
年
度
が
14
件
、
28
年
度
が
17
件
、
29
年
度
が

17
件
。
市
で
は
、
有
機
農
業
等
に
よ
り
地
球
温
暖
化
防
止
や

生
物
多
様
性
保
全
に
効
果
の
高
い
営
農
活
動
に
取
り
組
む
農

業
者
や
、
有
機
・
特
別
栽
培
米
等
に
取
り
組
む
農
業
者
を
支

援
す
る
事
業
等
を
実
施
し
て
い
る
。

全
国
学
力
テ
ス
ト
が
本
来
の
目
的
に
沿
っ
て
い
る
か

質　

学
力
テ
ス
ト
が
自
治
体
間
競
争
に
傾
斜
し
、
過
剰
な
過

去
問
題
練
習
や
テ
ス
ト
学
力
へ
の
偏
重
が
著
し
く
な
り
、
本

来
の
実
施
目
的
か
ら
逸
脱
し
て
い
る
事
例
が
全
国
的
に
問
題

視
さ
れ
て
い
る
。
本
市
の
状
況
は
。

答　

過
去
問
題
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
を
受
け
る
に
当
た
り
、
事
前
に
学
習
内
容
を

復
習
さ
せ
た
り
、
問
題
形
式
に
な
れ
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
は

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
児
童
生
徒
に
と
っ
て
過
重
な

負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
学
習
量
と
時
間
に
配
慮
し
適
切

に
運
用
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
本
市
に
お
い
て
は
本
来

の
目
的
に
沿
っ
て
実
施
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
小
規
模
校
児
童
と
統
合
先
校
児
童
間
の
公
平
性

○
イ
オ
ン
出
店
影
響
予
測
の
信
憑
性

旧
東
能
代
中
学
校
跡
地
の
利
活
用
の
検
討
は

質　

第
２
次
能
代
市
総
合
計
画
１
次
素
案
に
初
め
て
「
旧
東

能
代
中
学
校
跡
地
の
利
活
用
」
を
取
り
上
げ
て
も
ら
っ
た
。

東
能
代
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
か
ら
要
望
も
出
さ
れ
て
お
り
、

検
討
結
果
を
注
目
し
て
い
る
。

答　

平
成
27
年
、
東
能
代
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
長
ほ
か

２
名
の
連
名
で
、「（
仮
称
）
の
し
ろ
健
康
拠
点
セ
ン
タ
ー
」

整
備
の
提
案
書
が
提
出
さ
れ
た
が
、
多
岐
に
渡
る
施
設
機
能

に
つ
い
て
、
行
政
需
要
を
含
め
た
課
題
整
理
等
を
行
っ
て
い

る
。
現
在
策
定
中
の
次
期
総
合
計
画
１
次
素
案
で
も
旧
東
能

代
中
学
校
跡
地
の
利
活
用
を
課
題
と
し
て
お
り
、
今
後
も
関

係
各
課
に
よ
る
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

能
代
市
総
合
体
育
館
の
環
境
整
備

質　

水
と
階
段
の
広
場
を
、
駐
車
場
や
多
目
的
広
場
に
改
修

し
た
ら
ど
う
か
。
体
育
協
会
や
商
工
会
議
所
か
ら
も
要
望
が

出
さ
れ
、
施
設
に
不
便
さ
を
感
じ
て
い
る
。
早
期
に
解
決
を
。

答　

水
と
階
段
の
広
場
へ
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
拡
大
と
、
多

目
的
広
場
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
国
の
補
助
金
等
に
よ
り
整

備
し
た
修
景
施
設
を
、
事
業
完
了
後
間
も
な
い
う
ち
に
取
り

壊
す
と
な
れ
ば
、
補
助
金
等
の
返
還
が
必
要
と
な
る
な
ど
、

現
時
点
で
は
難
し
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
河
畔
公

園
全
体
で
駐
車
ス
ペ
ー
ス
５
４
３
台
分
を
確
保
し
て
お
り
、

通
常
利
用
で
は
充
足
し
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
能
代
市
の
観
光
の
あ
り
方

○
東
能
代
駅
自
由
通
路
と
無
料
駐
車
場
は

○
齊
藤
市
長
の
４
期
目

議
会
改
革
を
推
進
す
る
諸
派
の
会

平
政
・
公
明
党

落 

合　
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